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午前・午後 ２時３０分 

東郷町議会議長 箕浦 克巳 殿 

                東郷町議会議員 

                議席番号 １ 番  氏名 石橋 直季    ㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問したいので通告します。  

記  

                            №  ３－１   

質問事項  質   問   要   旨  答弁者  

 

 １  子ども予防  

  接種について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもは産まれてから、数多くの予防接種

を受けます。  

 父母からすれば、定期接種は無料の場合が

多く安心して受けさせられますが、任意接種

は有料でその額も安価ではない場合が多く、

受けさせるべきか、悩みの声を多く聞きます。 

 ただ、平成 25 年 4 月から Hｉｂ感染症、小

児用肺炎球菌、平成 26 年 10 月から水痘、そ

して本年 10 月より B 型肝炎の予防接種が定期

化され、無料化の傾向が続いています。  

 無料化に伴い町財政負担は年々増加傾向に

ありますが、子育て支援 No.1 を目指す本町に

とって重要な施策であると思います。  

 小児予防接種の現状と今後について伺いま

す。  

 

 ⑴  小児予防接種の現状について  

  ①  各定期接種の実費徴収実施状況は。  

  ②  各定期接種の接種率は。  

  ③  ①の状況をどう捉えているか。  

   100％でない場合、個別に再啓発するな  

   ど、どのような対応策をとられている  

   か。  

 

 ⑵  小児予防接種費用について  

  ①  定期接種化により町財政負担は増加  

   傾向にある。近年の小児予防接種費用  

   の推移について。  

  ②  任意接種（ロタウイルス、おたふく  

   かぜ）についても一部補助、全額補助  

   している自治体が一定数あり、近隣で  

   はみよし市が実施している。本町にお  

   いて助成の考えはあるか。  

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                 １番氏名  石橋  直季  №  ３－２   

質問事項  質   問   要   旨  答弁者  

 

 

 

 ２  道の駅につ  

  いて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③  今後の本町の予防接種事業のあり方  

   について。  

 

 6 月定例会において、「平成 32 年」までに道

の駅開業を目指すとの考えが示されました。  

 平成 32 年頃迄に公道での自動運転車実用化

を各自動車メーカーが目指している等の報道

がされており、「車」のあり方が劇的に変わる

時期になると考えられます。  

 車と生き、車を運転しない時代も考えると、

健康志向の更なる高まりが予測されます。健

康づくり先進地である本町が、「車の駅」で町

内外に発信できるものについて質問します。  

 また、運営主体の考え方、ららぽーととの

相乗効果について質問します。  

 

 ⑴  自動車と健康について  

  ①  自動運転技術の進歩を考えると、元  

   来道の駅が想定していた「運転」の休    

   憩から「乗車」の休憩に重点が変わり、 

   休憩で身体を動かす需要がますます高  

   まると思われる。平成 32 年に求められ    

   る休憩機能をどう考えているか。  

  ②  本町には TIS を始めとして健康づく  

   りの先見がある。未来の道の駅に求め  

   られる、新たな休憩機能を模索してみ  

   てはどうか。  

  ③  熊本の震災では、車中泊をする被災  

   者の方々のエコノミークラス症候群が  

   問題となった。防災拠点という観点か  

   らも、本町オリジナルのエコノミーク  

   ラス症候群予防体操を開発し、平時か  

   ら道の駅等で啓発してはどうか。  

 

 ⑵  運営主体の考え方及びららぽーととの  

  関係について  

  ①  運営主体としての民間事業者の活用  

   をどう考えているか。  

  ②  ららぽーととの関係、相乗効果につ  

   いてどう考えているか。  

    

 

 

 

 

町長  

担当部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）要旨は、具体的に記載すること。



                 １番氏名  石橋  直季  №  ３－３   

質問事項  質   問   要   旨  答弁者  

 

 ３  合併につい  

  て  

 

 

 

 

 

 北名古屋市長が市議会において、名古屋市

との合併を前向きに検討すると発言後、「名古

屋市との合併」が各メディアで話題となって

います。その流れを受け、名古屋市隣接であ

る本町はどうなのか、との質問を多く受けま

す。そのような中、先日のテレビインタビュ

ーでの町長の発言によれば、現在合併を望ま

ないとのことでした。現状と今後の認識共有

のため、改めて質問します。  

 

 ⑴  名古屋市及び他市との合併について  

  ①  名古屋市及び他市との合併につい  

   て。  

  ②  ①を踏まえ、本町の今後のまちづく  

   りについて。  

 

町長  

担当部長  

 

 


